
編　集　後　記

議会広報特別委員会

委 員 長 川染 　 洋

副委員長　山岸　  宏

委　　員　安藤　幹夫

                  狩野　正雄

　　　　　飯沼　新吾　

　東日本大震災で被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

　さて、議員として４年間の議会広報づくりもこの一回が最後の一区切りと

なります。この間、町民の皆様に議会が理解されるように努力をしてきました。

議会広報コンクールでは、議会広報モニターの方々のアドバイスもあり、北

海道で入選、全国では入選を逃したものの高い評価を受けました。来期は新

たなメンバーで、町民の皆様に議会の活動をお知らせしていきますので、ど

うぞ隅から隅までお読みいただきますようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　（広報特別委員会委員長　川染　洋）
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北
鹿
追
保
育
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昭
和
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年
「
お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心
し

て
農
作
業
に
従
事
で
き
る
よ
う

に
」
と
の
声
か
ら
、
地
域
の
婦

人
会
が
中
心
と
な
り
開
設
、
現

在
で
は
通
年
保
育
所
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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年

間
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史
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と
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閉
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す
る

こ
と
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な
り
ま
し
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。
４
月
か

ら
は
鹿
追
保
育
園
で
新
し
い

環
境
の
中
、
元
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健
や
か

に
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。
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。
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へ
い
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も
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ん
ば
り
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す
。

最後の修了生　
山本芽生（めばえ）ちゃん

　

生
乳
出
荷
10
万
㌧
突
破
は
、
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
。

　

酪
農
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
状
況

は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

お
い
し
い
牛
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提
供
し
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費
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信
頼
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た
え
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い
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め
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。

鹿追酪農振興会
鈴木敏勝前会長
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ま
り
で
、
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年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

間
、
高
位
生
産
や
規
模
拡
大
の
努

力
に
よ
り
今
回
の
偉
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達
成
さ

れ
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し
た.

。
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た
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産
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、
高

品
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心
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鹿
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牛
乳

の
安
定
供
給
に
、
酪
農
家
の
み
な

さ
ん
の
日
々
の
努
力
に
頭
が
下
が

る
思
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で
す
。
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